




〈リサーチ・クェスチョン〉

1.幼児期をターゲットとした歯科保健対策として何を行うべきか。

2.保母、幼稚園の教諭を対象とした歯科保健教育はどうあるべきか。

3.歯科疾患ハイリスク乳幼児を見付ける方法はある。

〈研究目的〉

近年わが国の幼児のう蝕は減少してきているが、まだう歯の多い地域もある。当面する母

子歯科保健の問題点としては 4～5 歳児のう蝕予防に重点を置いて検討する必要があると

考え、木研究班は幼児のう蝕予防対策を検討する目的で前述のリサーチ・クェスチョンの

もとに研究を行った。


